
 

     

               未来をひらく 新文化首都 けいはんな 

関西文化学術研究都市の取組み 

         （愛称：けいはんな学研都市） 

健康・省エネシンポジウム   in 経団連 Ⅵ 
 

   H25/ 5/ 9   （公財）関西文化学術研究都市推進機構 



 

関西文化学術研究都市区域：  京都府・大阪府・奈良県の３府県、８市町 

   
学研都市全域     １５，０００ｈａ 

  内文化学術研究地区  ３，６００ｈａ（１２クラスター） 

大阪府 

京都・大阪・奈良にまたがる緑豊かな京阪奈丘陵 1 

区域と12のクラスター 
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都市づくりの主な経緯 
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16,579 
27,865 

45,993 

63,238 
77,129

88,352 
111,699 

143,940 148,521 
149,588 

149,579 155,614 

128,278 

171,805 

194,514 

212,826 
226,708

243,966 

１９８６年 １９９１年 １９９６年 ２００１年 ２００６年 ２０１３年

居住人口の推移  

学研地区 

周辺地区 

都市合計 

（各年４月１日） 

（注） 学研都市８市町全域の人口計は１２０万人 

２５年間で文化学術研究地区の人口は５倍に （対24年度800人増） 
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大学･その他 

研究開発型

企業 

研究施設 
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２０１３年３月末現在合計  １１８施設  
(大学、研究機関、研究開発型企業、交流施設等) 

大手研究機関が 

次々に立地 

注）年度末の数字です。 

研究開発型産業施
設の立地が始まる 
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学研施設の立地推移 
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大学名 

1 奈良先端科学技術
大学院大学 

2 大阪大学大学院 工学研究科  自由電
子レーザー研究施設 

3 京都府立大学 （精華キャンパス） 

4 同志社大学 （京田辺キャンパス） 

〃 （多々羅キャンパス） 

〃 （学研都市キャンパス） 

5 同志社女子大学 （京田辺キャンパス） 

6 大阪電気通信大学 （四条畷学舎） 

7 関西外国語大学 （穂谷キャンパス） 

8 大阪国際大学 

9 京都大学 立地決定 農学部農場 

学研都市内 大学＆中核的研究機関 

中核的研究機関名 

1 （財）国際高等研究所 IIAS 

2 
（株） 国際電気通信 
    基礎技術研究所 

ATR 

3 
（独）情報通信研究機構 

   ユニバーサルコミュニケー
ション研究所 

NICT 

4 （公財）地球環境産業技
術研究機構 

RITE 

5 
（独）日本原子力研究開
発機構 
 関西光科学研究所 

JAEA 
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◆民間研究開発型施設の立地 
  ・事例；ＡＴＲを株式会社として設立 

◆ 「産学官」連携 

  ・大学、公的研究機関、民間研究所、ベンチャーの多様な連携 
   

研究施設と住宅との複合開発 

クラスター型開発 

◆学術と（生活）文化との融合 

◆住民の生活に根ざしたアプローチ 

 （実証実験，評価） 
 

民間活力の活用 

多様性・ 

文化の醸成 

都市づくりの特徴 

◆周辺の自然環境･歴史環境との調和 

◆１２の地区を指定 （それぞれの地区特性を活かした開発）  

◆条件整理が整った地区から開発 

◆多様な分野の融合 

 （環境・エネルギー・ＩＴ・バイオ・ライフサイエンス・・・） 
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国際研究開発拠点としての 

産学官連携による 

新産業の創出 

「持続可能な社会のための科学」 
の推進 

知の創造都市の実現 

「高度な都市運営」 
の推進 

文化拠点の高度化と 

新たな文化学術研究の推進 

都市活動を支える 

基盤整備の促進 

サード・ステージプラン 

関西文化学術研究都市サード ・ステージ ・プラン（TSP） 

 今後10年間の取組み方向                    2006（H18）.3 井村委員会提言    
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学研推進機構 新産業創出交流センター 

情報・通信   ものづくり 

資金確保 会員拡大 
負担金・会費・競争的資金 ＩＩＳ ・ＫＩＴ 

技術指導・経営指導 

販路拡大支援 

資金確保支援 

マッチング支援 
（ビジネスメッセ 

企業展出展等） 

異業種交流 

大企業交流 

広域連携 

国際連携 

けいはんな発の 

技術・商品・産業の創出 

事業化推進 

植物ﾊﾞｲｵ 

産学官連携ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 
・文科省関連 

・経済産業省関連 

（重点分野） 

環境・ｴﾈﾙｷﾞｰ 

学研都市における新産業創出の取組み（産学連携の推進） 

ﾒﾃﾞｨｶﾙ･ﾍﾙｽｹｱ 

ニーズ把握 

先端ビジネス研究会 

・ＭＥ研究会 

・環境・エネルギー研究会 ・・・ 
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奈良先端大、奈良女子大、大阪大、京都府立医大、奈良県立医大、同志社大、大阪電通大 

産総研関西センター 

けいはんな学研都市ヘルスケア・イノベーション推進協議会 

無意識生体計測＆検査によるヘルスケアシステムの開発 

産 

官他 

関西経済連合会      

京都府、大阪府、奈良県、南都銀行、京都銀行、関西学研都市推進機構 

学 

文部科学省：「地域イノベーション戦略支援プログラム」 

文部科学省、経済産業省、農林水産省：「地域イノベーション戦略推進地域」 

地域指定（～H32） 

けいはんな学研都市ヘルスケア事業 

ヘルスケア・イノベーション 

ヘルスケア・クラスターの構築 

けいはんな、および、その周辺地域のメンバー 

社会的要請（背景） 
超高齢社会への対応・医療費の抑制 

①疾病構造の変化への対応（急性⇒慢性） 
②平均寿命と健康寿命の乖離 など 

けいはんなのポテンシャル 
ヘルスケア分野での産学官連携活動 

①知クラⅠ期、②都市エリア（発展型）など 
上記を通じた同分野の大学学部学科の充実 

研究者の招聘 知のネットワーク 

支援(～H27, ¥1.6億/年) 人材育成 設備の共有 
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屋内で 

便器型 

椅子型 

ベッド型 

浴槽型 
運動機器型 

実験実証ハウス 

：各種センサーユニット 

骨計測装置 

ストレス計測装置 

地域ワンコイン検診 

特定検診 

尿検査装置 

地域で 健康教育 

Ｇｐｓ 

 

装着型 

自転車搭載 

装着型 

日常生活を妨げない 

無意識無拘束生体計測 

安価簡便な非侵襲検査 

病院外で計測・検査 
（いろいろな生体情報を簡単に収集） 

・医療機関も経過情報とし 

 て参考に活用 

・各種健康サービス 

  レストランメニュー推薦 

  サプリメント推薦 ほか 

・健康状態のチェック 

・疾病の早期発見 

・疾病などの将来予測 

・健康アドバイス 

・生活習慣のチェック 

  運動の質・量 

  睡眠の質・量 

  食事内容（カロリー等） 
  日々の改善努力状況 

ユ
ー
ザ
の
行
動
変
容 

（生
活
習
慣
の
改
善
） 

お
知
ら
せ
コ
ー
ル 

テ
レ
ビ
・PC

で
確
認 

効
果
的
に
提
示 

 
 

健
康
支
援
サ
ー
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Personal 

Health 

Record 

トータルヘルスケア 

記録 
・ 

蓄積 

研究開発 
11 

地域の病院など 

どこでも常時 

クラウドコン 

ピューティング 

生体情報 

の分析 

この地域に住めば、健康長寿で幸せになる 
■エビデンスによりユーザの行動変容（生活習慣の改善）を促すシステム 
■イノベーション技術：病院外での計測・検査技術、データ分析技術 

けいはんな学研都市のヘルスケア基本構想 

10 



 

エコシティ推進プラン 

京 都 府 
(平成21年12月策定) 
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電力会社、ガス会社 

家庭部門 

スマートメーター 

BEMS 

けいはんなプラザ 

大学等 

業務部門 

生活系部門 

EV管理センター 

EV充電ステーション 
 

EV車載装置 

管理センター 

電気バス、EVカーシェアリング 

 
パークアンドライド 

廃棄物処理、炭化 

家庭部門 

蓄電池有 10戸 
 

蓄電池無 4戸 

系統模擬装置 

計量 

前日時間計量ﾃﾞｰﾀ 

（ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ） 

ローカル蓄電池 

ﾃﾞｰﾀ提供 

管理センター 

運輸部門 ＥＶ 

地域ＥＭＳ 

（ＣＥＭＳ） 

下水処理、水再生処理 

HEMS 

 100台 

 ＥＶ充電器100基 

けいはんなエコシティ次世代エネルギー・社会システム実証実験プロジェクト 

運輸部門（モーダルシフト） 12 

http://www.amazon.co.jp/BUFFALO-BBR-4MG-%E6%9C%89%E7%B7%9ABroadBand%E3%83%AB%E3%83%BC%E3%82%BF-BroadStation-%E3%82%A8%E3%83%B3%E3%83%88%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%83%A2%E3%83%87%E3%83%AB/dp/B0000DJLOE/ref=pd_rhf_shvl_3


 

Copy Right:けいはんなエコシティ次世代エネルギー・社会システム実証プロジェクト推進協議会 

けいはんなエコシティ次世代エネルギー・社会システム実証プロジェクトの概要 

 ・ 実証期間は平成22～26年度の５年間。システム開発から地域実証へ！ 
 ・ 家庭部門においては電力デマンド・レスポンスの大規模実証を平成24年７月から開始！ 
 ・ 新規ビジネスモデル構築、国際展開 
 ・ 本実証には、２６の民間企業・団体・大学・行政が参画（会長：京都府） 

約700軒 

（FSの
み） 

（FSのみ） 
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 END     2013.5.9  

平城京 朱雀門  

//upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/b/bf/Suzakumon_Heijokyo1.jpg


 

ローマクラブ1972 「成長の限界・・・人類の危機」 

関西学術研究都市調査懇談会 （奥田懇） 

      1978～1984 

・人類の幸福のために新しい地球文明の創造 

奥田懇が新文化首都建設を提言 

・新文化首都の建設 

文化、学術及び研究

の中心となるべき都

市を建設し、もつて我

が国及び世界の文化

等の発展並びに国民

経済の発達に資する

ことを目的とする。  

学研都市建設促進法 

1986 
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就業者 ７，２６０人 

このほか 

学生は ２８，７３０人 

(2012年4月1日現在) 

各年４月１日現在 

人数には管理スタッフ等を含む。  

就業者(研究者)数 （推進機構調べ） 
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研究・技術トッピクス （日本原子力研究開発機構 関西光科学研究所） 

■光医療産業バレーが発信する医療分野のイノベーション 

○関西光科学研究所の独自の技術を利用すれば 

レーザー駆動型で、粒子線がん治療器を超小型にできる 

100m 建設費100億円以上 建設費10億円程度 

超小型化により、比較的大きな病院であれば設置可能 

先進医療３００万円自己負担 → 医療費１００万円(１／3） 
    保険収載＝自己負担３０万円へ 

 

「いつでも、どこでも、誰でも」粒子線がん治療が受けられる社会の創出 

毎年36,000人の命に救いの手を差し伸べる！ 

さらに経済効果は向こう10年間で約5千億円！ 
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○第7回 日本バイオベンチャー大賞 

フジサンケイビジネスアイ賞（Ｈ24／２／２９） 

塚本 康浩（オーストリッチファーマ 株式会社（京都府精華町）           
ダチョウの卵黄より新規有用抗体を大量生産し、診断検査            

キット、感染症、防止用素材（マスクやフィルター）、食中毒防

止用食品、感染症治療薬を開発。2008 年10 月から大量生産
を開始し、企業従業員配布向けや、個人向けネット販売を展開。

2011年にはダチョウの卵からスギ花粉やヒノキ花粉のアレル

ギーを抑える抗体を取り出すことに成功。 

研究・技術トッピクス（オーストリッチファーマ株式会社） 

■ダチョウの卵から抗体を生産 
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研究・技術トピックス （奈良先端大 山中伸弥先生） 

「VW」 ： vision＆work hard 

祝 ノーベル生理学・医学賞 受賞 

「誰もやっていないことなら、どんな研究も価値がある」 

奈良先端科学技術大学院大学（NAIST) 
  
  ・情報通信  ・バイオ  ・素材 
 
  ・H21文部科学省の大学評価 
   研究、教育水準では、 
   全国86国立大学の中で第１位 
 

・山中先生は、NAIST（1999/12～2005/3）で、 
  iPS細胞の研究を開始。 
  受精卵を使わないでES細胞と同じ能力を 
  持つ万能細胞を作る 
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